
全体 8
個別 02-01

　令和元年度に策定した「第２期対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」に掲げる各種施策の進捗状況及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成
状況及び令和２年度地方創生推進交付金の実績状況を、外部委員等で組織
する総合戦略推進会議において検証するとともに、新たなニーズや社会情
勢の変化に応じ、総合戦略の見直しを行います。

【達成年度】
①戦略の期間：第２期戦略（令和２年度～令和７年度）
②最終的なＫＰＩの達成年度：令和７年度
【今 年 度】
①第１期総合戦略に掲げる施策の実施状況、各重点戦略に掲げるＫＰＩの
　達成状況の把握と検証及び第２期対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦
　略の主要施策毎のＫＰＩ等の協議・決定
　⇒総合戦略推進会議の開催１回
②各種交付金の活用
　・地方創生推進交付金の新規申請件数⇒３件
　・離島活性化交付金の新規申請件数　⇒３件

令和３年度

ひとづくり・なりわいづくり

複数（人口減少対策）

３月

総 合 計 画

の 区 分 最優先課題

内 容

指 標
（数値目標）

８月５月

令和４年度離島活性化交
付金新規事業の活用

９月

令和４年３月達 成 時 期

総合戦略推進会議の開催

議員全員協議会での説明

主要施策（新規施策）に係る
関係課ヒアリング及び協議の
ためのＰＴの開催

10月 11月 ２月

令和４年度地方創生推進
交付金新規事業の活用

12月 １月取り組み ４月

項 目 第２期対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗管理

６月 ７月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

組織目標［ ］し ま づ く り 推 進 部

挑 戦

課名等 政 策 企 画 課

各課への申請予定事業調査
及び国への事前相談

国への申請各課への申請予定事業調査
及び国への事前相談

国への申請



令和３年度 ［ し ま づ く り 推 進 部 ］ 組織目標

全体 9
個別 02-02

課名等 政 策 企 画 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 対象外

最優先課題 対象外

項 目 過疎地域持続的発展市町村計画の策定

内 容

　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が施行されたことに伴
い、新たな過疎法に対応した令和３年度から令和７年度までの５か年の過
疎地域持続的発展市町村計画を策定することで、交付税措置等有利な起債
を活用し、本市内のハード・ソフトの各事業を計画的に実施できる環境を
整備します。

指 標
（数値目標）

①新たな「過疎地域持続的発展市町村計画」の策定のための関係課ヒアリ
　ングの実施
②パブリック・コメントの実施
③議員全員協議会での計画内容説明等
　（法律の変更内容等次第）⇒１回

達 成 時 期 令和３年９月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

関係課へのヒアリング
等対象事業の検討

パブリック・コメント
の実施

県担当課との調整

議員全員協議会での説
明

市議会議案上程

国への提出



令和３年度 ［ し ま づ く り 推 進 部 ］ 組織目標

全体 10
個別 02-03

11月 12月 １月

課名等 政 策 企 画 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 なりわいづくり

最優先課題 地域経済の循環の仕組みを確立する

項 目 厳原南部地域アクションプランの策定

内 容

　風光明媚な自然景観と伝統行事などの多くの活用資源を有している厳原
南部地域（豆酘地域及び周辺地域）において、観光、農林水産業、商業等
あらゆる分野の地域課題等を整理し、地域と行政が一体となって目指すべ
き厳原南部地域の将来像を具体化するためのアクションプランを策定しま
す。

指 標
（数値目標）

①地域課題及び活用資源の抽出のための関係者ヒアリングの実施
②実施事業の検討及び活用資源の検討
③策定委員会の開催　⇒　３回

２月 ３月

達 成 時 期 令和３年１２月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月

地域課題及び活用すべ
き資源の抽出

地域活性化のための方
向性（とりまとめ）

実施事業の検討及び活
用資源の検討

策定委員会の支援

計画書の策定

10月５月 ６月 ７月 ８月 ９月



令和３年度 ［ し ま づ く り 推 進 部 ］ 組織目標

全体 11
個別 02-04

課名等 ＳＤＧｓ推進室

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 全項目

最優先課題 全項目

項 目 ＳＤＧｓの推進

内 容

　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点で環境・社会・経済の総合的な
施策展開を促し、持続可能なしまづくりの推進に寄与します。ＳＤＧｓ推
進室が設置された令和３年度においては、特に市民や事業者が主体的・自
発的にＳＤＧｓに取り組めるよう、ＳＤＧｓビジョン・アクションプラン
の策定をはじめ、ＳＤＧｓの推進基盤を整えます。

指 標
（数値目標）

＜ＳＤＧｓの推進基盤づくり＞
①ＳＤＧｓビジョン・アクションプラン　⇒年度内に策定
②市民への普及啓発及び市民主体の活動促進
　a) 市民ワークショップ開催　⇒３回
　b) ＣＡＴＶでのＳＤＧｓに関する説明　⇒３回
　c) 小中高でのＳＤＧｓに関する出前授業　⇒５校
　d) 対馬市ＳＤＧｓ総合研究所市民研究員の登録数　⇒１０名
＜個別施策の推進＞
③対馬グローカル大学　⇒市民受講者５０名
④対馬市ＳＤＧｓ研究奨励補助　⇒個人研究８件、グループ研究２件
⑤海洋プラスチックごみゼロ宣言　⇒年度内に宣言

達 成 時 期 令和４年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

ＳＤＧｓビジョン・ア
クションプラン

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ 策定

市民への普及啓発及び
市民主体の活動促進

対馬グローカル大学

対馬市ＳＤＧｓ研究奨
励補助

海洋プラスチックごみ
ゼロ宣言

宣言

開 講
受講生募集

募集
研究活動

作成作業

ＳＤＧｓに関する普及啓発活動

宣言に基づくゼロ活動促進



①ワンストップ相談窓口等での相談受付 ⇒ ５０件

②創業の目標件数 ⇒ ７件

③被雇用者の増加目標人数 ⇒ １５名

令和３年度 ［ し ま づ く り 推 進 部 ］ 組織目標

全体 12
個別 02-05

課名等 し ま の 力 創 生 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 　なりわいづくり

最優先課題 事業を承継・拡大して雇用を創出する

項 目 様々な機関や業種団体と連携した産業の振興

内 容

　事業者団体、金融機関、大学などの研究機関、行政、その他産業振興に
携わる団体等で構成する「対馬市創業支援会議」において、創業や事業の
拡大を行う方を多方面から総合的に支援し、産業の振興と雇用の増加によ
る地域の活性化を目指します。
　また、島内の産業に必要な人材確保に向けて人材育成を推進し、さらに
有人国境離島法に基づく雇用機会拡充支援事業補助金も活用しながら雇用
を伴う事業拡大や民間事業者による創業を支援します。

指 標
（数値目標）

達 成 時 期 令和４年３月

12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月

ワンストップ相談窓口
の相談受付

補助金説明、事業支援
セミナーの開催

８月 ９月 10月 11月

随 時 受 付



令和３年度 ［ し ま づ く り 推 進 部 ］ 組織目標

全体 13
個別 02-06

11月 12月

課名等 し ま の 力 創 生 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ひとづくり

最優先課題 みんなが活躍する仕組みを創る

項 目 特定地域づくり事業協同組合の設立検討

内 容

　本市における特定地域づくり事業協同組合設立の可能性を検討するた
め、他地域における先進事例調査等を実施するとともに、市内各事業者等
を対象とした制度説明会を開催して本事業の周知を図ります。
  また、令和４年度の組合設立を目指し、令和３年度中に組合設立に係る
発起人の公募を実施します。

指 標
（数値目標）

①事業者等向け制度説明会の開催　⇒　２回

②組合設立に向けた公募の実施　　⇒　１回

１月 ２月 ３月

達 成 時 期 令和４年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月

制度等の検討

事業者等向け制度説明
会の開催

組合設立に向けた公募
の実施

10月５月 ６月 ７月 ８月 ９月



①制度の周知（通年）

②制度周知のための企業訪問　⇒　５件程度

③企業からの寄附の受入　　　⇒　１件以上

令和３年度 ［ し ま づ く り 推 進 部 ］ 組織目標

全体 14

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 なりわいづくり

最優先課題 事業を承継・拡大して雇用を創出する

個別 02-07

課名等 し ま の 力 創 生 課

項 目 企業版ふるさと納税の活用

内 容

　令和３年度より、自治体の地方創生プロジェクトに対して企業からの寄
附を募る企業版ふるさと納税制度の運用を開始し、本市と関連のある企業
を中心として、積極的な制度利用の周知を図ります。

３月

達 成 時 期 令和４年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み

指 標
（数値目標）

・公式ホームページ、内閣府ポータルサイトへの情報掲載、チラシ作成等

10月５月 ６月 ７月 11月 12月 １月９月 ２月８月４月

寄附の受入

制度周知・企業訪問等



　

組織目標

全体

みんなが活躍する仕組みを創る

個別 02-08

項 目 Ｕ・Ｉターン推進事業

令和３年度 ［ し ま づ く り 推 進 部 ］

３月

達 成 時 期 令和４年３月

15

課名等 地 域 づ く り 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ひとづくり

最優先 課題

内 容

①移住・定住推進事業補助金を交付することで移住・定住の支援を行い、
　Ｕ・Ｉターン者数の増加を図ります。

②お試し住宅及び定住支援住宅を運用しつつ、空き家バンク登録への啓
　発を強化し、移住者用住宅を確保します。

③対馬市内にて高卒予定者と市内企業をつなげる相談会や対馬への移住実
　績の半数を占める福岡市にて、移住希望者と企業をつなげる相談会を実
　施します。また、大都市で開催される移住相談会やオンラインでの移住
　相談会へ参加し、情報発信を行います。

指 標
（数値目標）

①各種相談等対応者数　３００件　
②空き家バンク登録　　　１０件
③移住者数　　　　　　１２０名

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

対馬市内

各種相談会等への参
加、情報発信

しまぐらし応援室によ
るサポート

移住・定住支援補助金

福岡市内

１月 ２月12月

お試し住宅、定住支援
住宅の運用、空き家バ
ンク登録の推進

対馬市お仕事説明会の
開催

９月 10月 11月８月


